
5 素 牛タイプの違いが但馬牛去勢牛の産肉性に及ぼす影響

ねらいと成果

但馬牛の生産現場では肥育素年の過肥などの不

適切な飼養管理が未だ問題 となっている。肥育年

では素牛の過肥による弊害として肥育途中での食

い止まりや脂肪壊死症の誘発などが指摘されてい

る。 しかし、育成期の栄養状態とその後の肥育過

程における増体や産肉性との関係を明確に調べた

報告は少ない。そこで、肥育素牛タイプの違いが

但馬牛去勢牛の産肉性に及ぼす影響について検討

した。

その結果、但馬牛去勢牛における肥育素牛タイ

プの違いは、肥育過程における増体や産肉性に大

きく影響 し、過肥による経済的損失は大きいこと

が明らかとなった。

内 容

父牛が同一である10か月齢の但馬牛去勢牛 8頭

を用いて、試験開始時の肥育度指数 (体重■体高

X100)に より過肥区 (肥育度指数 :271)と 対照

区 (肥育度指数 :234)の 2区 にそれぞれ 4頭 ず

つ振 り分けた。供試年は試験区ごとに群飼で管理

し、30か月齢まで肥育 した。濃厚飼料及び粗飼料

は飽食給与とし、 1頭 当た りの摂取量は4頭 の平

均値 とした。粗飼料は11か月齢まではチモシー乾

草、12か月齢以降は稲ワラのみの給与 とした。体

重、体高、胸囲は毎月測定し、血波は2か 月間隔

で採取 した。枝肉の格付けは日本格付協会が年枝

肉取引規格に従って評価 した値を用いた。枝肉脂

肪の脂肪酸組成をガスクロマ トグラフにより測定

した。また、胸最長筋の遊離アミノ酸及びイノシ
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ン酸含量をそれぞれ、アミノ酸分析計及び高速波

体クロマ トグラフによって測定した。

10か月齢時の体重は過肥区が対照区に比べて有

意に重たかったが、16か月齢以降区間に有意な差

は認められなかった (表1)。 一日平均増体量は

肥育前期において対照区が過肥区に比べて有意に

多 くなった。12及び28か月齢時の血漿中尿素窒素、

10か月齢時の総コレステロール濃度、10及び24か

月齢時の血策中GOT濃 度は過肥区が対照区に比

べて有意に高 くなった。枝肉形質では脂肪交雑は

対照区が過肥区に比べて高い傾向を示 し、肉色、

きめ、枝肉単価は対照区が過肥区に比べて有意に

高 く、 1頭 当たりの枝肉の価格差は約25万円とな

った (表2)。 と畜検査時において過肥区の 1頭

に脂肪壊死塊の保有が認められた。枝肉脂肪の脂

肪酸組成、胸最長筋の遊離アミノ酸及びイノシン

酸含量は区間に有意な差は認められなかった。

以上のことから、但馬牛去勢年における肥育素

牛タイプの違いは、肥育過程における増体や産肉

性に大きく影響 し、過肥による経済的損失は大き

いことが明らかとなった。

普及上の留意点

肥育素牛の育成あるいは選定を行う場合は過肥

の度合い (肥育度指数)を 十分考慮する必要があ

る。
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表2素 牛タイプの違いと枝肉形質
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